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標準塗装仕様

メタリック・2コートパールの全塗装

1)25℃以上の場合よ SUク リヤーSをお使い下さい。
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●再補修する場合は必す強常1乾爆(60℃×20分)を
行つてから塗装して下さい。
●吐出量バルブの回転数はワイブー38タイブ.
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P600～ P800の ペーパーまたは SUウ ォッシュ
コン (ウンド/スコッチブライトP]000～ P1200
で水研母 る
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ほラテス」いジウンドシステム

(捨て塗り)
うす塗りをして八ジキを確認するも
八ジキが出た崎は指触乾燥後2～3
回最政きして直す。
(色ざめ)
スケのないように査る。

うすく追つかけ]～2回とりしてムラ
)肖しをイiう。

約]0分

メタリックエナメルの指4FH乾燥後 少
しツヤが出るようにうすく捨て塗り
を行い 十分に乾燥させてから数回
塗り 肌を整える。各回のフラッシュ
オフは 指触乾燥以上十分にとる。

ボデー温度キーブ

ゴミ付着 81アレ部よP]500～ P2000
のペーパーまたはE石 で水研さする。
研導 田よスー)や コンパウンド(研廓吊)
で磨き肌を磐える。
更にスーパーヨンパウンド(仕上用)
で暦きツヤを整える。(スポンジパフ
がよい)
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25～30

回転

30～40
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10～15 普通

2 脱8旨清掃

3 カラーペース

セツテイング4

5 クリヤー

乾 爆6

7 磨き仕上げ


